
(57)【要約】

【課題】有機電界発光表示素子の寿命を向上させると同

時に、素子の大型化を有利にする有機電界発光表示素子

及びその製造方法を提供する。

【解決手段】本発明に係る有機電界発光表示素子は、第

１の画素電極３８０、少なくとも発光層を含む第１の有

機膜３９０、及び第１の対向電極３９２を備える第１の

基板３００と、第２の画素電極、発光層を少なくとも含

む第２の有機膜、及び第２の対向電極を備える第２の基

板４００と、からなる有機電界発光表示素子であって、

第１の基板３００及び第２の基板４００に、第１の画素

領域、第２の画素領域、及び第３の画素領域が各々分か

れて設けられることを特徴とする。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 画 素 電 極 、 少 な く と も 発 光 層 を 含 む 第 １ の 有 機 膜 、 及 び 第 １ の 対 向 電 極 を 備 え る
第 １ の 基 板 と 、
　 第 ２ の 画 素 電 極 、 少 な く と も 発 光 層 を 含 む 第 ２ の 有 機 膜 、 及 び 第 ２ の 対 向 電 極 を 備 え る
第 ２ の 基 板 と 、 を 有 す る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 基 板 及 び 第 ２ の 基 板 に は 、 第 １ の 画 素 領 域 、 第 ２ の 画 素 領 域 、 及 び 第 ３ の 画
素 領 域 が 各 々 分 か れ て 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 基 板 と 前 記 第 １ の 画 素 電 極 と の 間 、 及 び 、 前 記 第 ２ の 基 板 と 前 記 第 ２ の 画 素
電 極 と の 間 に は 、 各 々 １ つ 以 上 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 画 素 領 域 、 第 ２ の 画 素 領 域 、 及 び 第 ３ の 画 素 領 域 は 、 各 々 、 赤 色 画 素 領 域 、
青 色 画 素 領 域 、 及 び 緑 色 画 素 領 域 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光
表 示 素 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 画 素 領 域 及 び 第 ２ の 画 素 領 域 が 前 記 第 １ の 基 板 に 設 け ら れ 、 前 記 第 ３ の 画 素
領 域 が 前 記 第 ２ の 基 板 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示
素 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の 画 素 領 域 が 、 前 記 第 ２ の 画 素 領 域 の 一 部 に 重 な る よ う に 設 け ら れ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ２ の 画 素 領 域 及 び 第 ３ の 画 素 領 域 が 前 記 第 １ の 基 板 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 画 素 領
域 が 前 記 第 ２ の 基 板 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素
子 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ３ の 画 素 領 域 が 、 前 記 第 ２ の 画 素 領 域 の 一 部 に 重 な る よ う に 設 け ら れ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ８ 】
　 第 １ の 画 素 領 域 及 び 第 ３ の 画 素 領 域 が 前 記 第 １ の 基 板 に 設 け ら れ 、 第 １ の 画 素 領 域 、 第
２ の 画 素 領 域 、 及 び 第 ３ の 画 素 領 域 が 前 記 第 ２ の 基 板 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ３ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ の 基 板 に 、 第 ３ の 画 素 領 域 、 第 ２ の 画 素 領 域 、 第 ２ の 画 素 領 域 、 第 １ の 画 素 領
域 、 第 １ の 画 素 領 域 、 第 ２ の 画 素 領 域 、 第 ２ の 画 素 領 域 、 及 び 第 ３ の 画 素 領 域 が こ の 順 に
設 け ら れ 、 前 記 第 ２ の 基 板 に 、 第 １ の 画 素 領 域 、 第 ３ の 画 素 領 域 、 第 ３ の 画 素 領 域 、 及 び
第 １ の 画 素 領 域 が こ の 順 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表
示 素 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ の 基 板 は 、 赤 色 光 、 緑 色 光 、 青 色 光 、 シ ア ン 色 光 、 及 び マ ゼ ン タ 色 光 を 放 射 し
、 前 記 第 ２ の 基 板 は 、 赤 色 光 、 緑 色 光 、 及 び イ エ ロ ー 光 を 放 射 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ９ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 赤 色 光 と 緑 色 光 に よ っ て イ エ ロ ー 光 が 放 射 さ れ 、 前 記 緑 色 光 と 青 色 光 に よ っ て シ ア
ン 色 光 が 放 射 さ れ 、 前 記 青 色 光 と 赤 色 光 に よ っ て マ ゼ ン タ 色 光 が 放 射 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ の 基 板 ま た は 前 記 第 ２ の 基 板 に ド ラ イ バ Ｉ Ｃ が さ ら に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と
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す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ の 基 板 と 前 記 第 ２ の 基 板 と の 間 に 異 方 性 導 電 フ ィ ル ム が さ ら に 設 け ら れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ の 基 板 は 、 前 面 発 光 型 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 を 備 え 、 前 記 第 ２ の 基 板 は 、 両 面
発 光 型 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表
示 素 子 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ の 基 板 と 前 記 第 ２ の 基 板 と の 間 に 有 機 絶 縁 膜 が さ ら に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 少 な く と も ２ つ の 画 素 領 域 が 設 け ら れ る 第 １ の 基 板 上 に 、 第 １ の 画 素 電 極 を 形 成 す る 工
程 と 、
　 前 記 第 １ の 画 素 電 極 上 に 、 少 な く と も 発 光 層 を 含 む 第 １ の 有 機 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ の 有 機 膜 上 に 第 １ の 対 向 電 極 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 少 な く と も １ つ の 画 素 領 域 が 設 け ら れ る 第 ２ の 基 板 上 に 、 第 ２ の 画 素 電 極 を 形 成 す る 工
程 と 、
　 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 上 に 、 少 な く と も 発 光 層 を 含 む 第 ２ の 有 機 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 ２ の 有 機 膜 上 に 第 ２ の 対 向 電 極 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ の 基 板 と 前 記 第 ２ の 基 板 と を 互 い に 取 り 付 け て 封 止 す る 工 程 と 、 を 備 え る こ と
を 特 徴 と す る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ の 基 板 と 前 記 第 １ の 画 素 電 極 と の 間 、 及 び 、 前 記 第 ２ の 基 板 と 前 記 第 ２ の 画 素
電 極 と の 間 に 、 １ つ 以 上 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 形 成 す る 段 階 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ の 画 素 電 極 は 、 反 射 電 極 で 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 有
機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 １ の 対 向 電 極 、 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 、 及 び 前 記 第 ２ の 対 向 電 極 は 、 透 明 電 極 で 形
成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 １ の 有 機 膜 は 、 微 細 パ タ ー ン マ ス ク を 用 い て そ れ ぞ れ の 画 素 領 域 に 形 成 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 第 １ の 有 機 膜 に は 、 そ れ ぞ れ の 画 素 領 域 に 対 応 す る 共 通 層 と し て 、 青 色 光 を 放 出 す
る 発 光 層 を 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 製 造 方
法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 第 １ の 基 板 と 前 記 第 ２ の 基 板 と の 間 に 異 方 性 導 電 フ ィ ル ム を 形 成 し 、 当 該 第 １ の 基
板 と 第 ２ の 基 板 と を 電 気 的 に 連 結 す る 段 階 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に
記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 第 １ の 基 板 と 前 記 第 ２ の 基 板 と の 間 に 有 機 絶 縁 膜 を 形 成 す る 段 階 を さ ら に 備 え る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、 異 な る 色 相
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を 放 射 す る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 を 各 々 備 え る 第 １ の 基 板 と 第 ２ の 基 板 と を 相 互 に 取 り 付
け る こ と に よ っ て 、 解 像 度 及 び 開 口 率 が 向 上 し た 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 及 び そ の 製 造 方 法
に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 平 板 表 示 装 置 に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、 ア ク テ ィ
ブ マ ト リ ク ス 平 板 表 示 装 置 に 使 わ れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 積 層 構 造 に 形 成 す る こ と に よ っ
て 、 発 光 領 域 の 開 口 率 を 高 め た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 的 に 使 わ れ て い る 表 示 装 置 の １ つ で あ る 陰 極 線 管 （ Ｃ Ｒ Ｔ ） は 、 テ レ ビ を 始 め と し
て 、 計 測 機 器 及 び 情 報 端 末 機 器 な ど の モ ニ タ ー に 主 に 用 い ら れ て い る が 、 Ｃ Ｒ Ｔ 自 体 の 重
み と 大 き さ の た め に 、 電 子 製 品 の 小 型 化 及 び 軽 量 化 の 要 求 に 積 極 的 に 対 応 で き な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な Ｃ Ｒ Ｔ に 代 わ っ て 、 小 型 化 及 び 軽 量 化 の 長 所 を 有 す る 平 板 表 示 装 置 が 注 目 さ
れ て い る 。 か か る 平 板 表 示 装 置 に は 、 Ｌ Ｃ Ｄ （ ｌ ｉ ｑ ｕ ｉ ｄ 　 ｃ ｒ ｙ ｓ ｔ ａ ｌ 　 ｄ ｉ ｓ ｐ
ｌ ａ ｙ ） 及 び Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ ｏ ｒ ｇ ａ ｎ ｉ ｃ 　 ｌ ｉ ｇ ｈ ｔ 　 ｅ ｍ ｉ ｔ ｔ ｉ ｎ ｇ 　 ｄ ｉ ｓ ｐ ｌ ａ
ｙ ） な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 平 板 表 示 装 置 は 、 駆 動 方 式 に よ っ て 、 パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス （ Ｐ ａ ｓ ｓ ｉ ｖ ｅ 　 Ｍ ａ ｔ ｒ
ｉ ｘ ） 方 式 と 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス （ Ａ ｃ ｔ ｉ ｖ ｅ 　 Ｍ ａ ｔ ｒ ｉ ｘ ） 方 式 と に 分 け ら れ
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 方 式 の 平 板 表 示 装 置 （ 以 下 、 「 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 平 板 表 示 装
置 」 と い う ） は 、 Ｔ Ｆ Ｔ が 形 成 さ れ る Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 と 、 赤 色 、 緑 色 、 及 び 青 色 の 発 光 素 子 と
か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 一 般 的 に 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 平 板 表 示 装 置 は 、 ス イ ッ チ ン グ 用 Ｔ Ｆ Ｔ と 、 駆
動 用 Ｔ Ｆ Ｔ と 、 １ つ の キ ャ パ シ タ と 、 発 光 素 子 と か ら 構 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 ア ク テ ィ ブ
マ ト リ ク ス 平 板 表 示 装 置 は 、 ２ つ の Ｔ Ｆ Ｔ と 、 １ つ の キ ャ パ シ タ と か ら 構 成 さ れ る 構 造 を
有 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 背 面 発 光 及 び 前 面 発 光 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 平 板 表 示 装 置 の 場 合 に は 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 に 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ 及 び キ ャ パ シ タ が 占 め る 面 積 が 広 く て 、 発 光 素 子 か ら
発 光 し た 光 が 外 部 に 放 射 さ れ 得 る 開 口 率 が 低 い と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 Ｔ Ｆ Ｔ 活 性 層 の 電 荷 移 動 度 （ ｍ ｏ ｂ ｉ ｌ ｉ ｔ ｙ ） を 増 加 さ せ る た め に 、 Ｔ Ｆ Ｔ の
大 き さ が 大 き く な り 、 こ れ に よ り 、 平 板 表 示 装 置 に お い て Ｔ Ｆ Ｔ が 占 め る 面 積 が 一 層 大 き
く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 一 般 的 な 技 術 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま ず 、 赤 色 Ａ 、 緑 色 Ｂ 、 及 び 青 色 Ｃ の 画 素 領 域 を 有 す る 透 明 絶 縁 基 板 １ ０ ０ 上 に 、 所 定
厚 さ の 緩 衝 膜 １ １ ０ を 形 成 す る 。 緩 衝 膜 １ １ ０ は 、 透 明 絶 縁 基 板 １ ０ ０ か ら 流 出 さ れ る 不
純 物 が 後 続 の 工 程 で 形 成 さ れ る べ き 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 流 入 す る こ と を 防 止 す る た め に 形
成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 、 緩 衝 膜 １ １ ０ 上 に 多 結 晶 シ リ コ ン 層 パ タ ー ン １ ２ ０ を 形 成 し 、 多 結 晶 シ リ コ ン 層
パ タ ー ン １ ２ ０ の 両 端 部 に 不 純 物 を 注 入 す る こ と で 、 画 素 領 域 Ａ ， Ｂ ， Ｃ 毎 に ソ ー ス 領 域
１ ２ ２ 及 び ド レ イ ン 領 域 １ ２ ４ を 形 成 す る 。 こ の 際 、 ソ ー ス 領 域 １ ２ ２ と ド レ イ ン 領 域 １
２ ４ と の 間 に は 、 チ ャ ネ ル 領 域 １ ２ ６ が 設 け ら れ る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 構 造 体 表 面 の 上 部 に ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ３ ０ を 形 成 し 、 多 結 晶 シ リ コ ン 層 パ タ ー ン １
２ ０ の チ ャ ネ ル 領 域 １ ２ ６ に 対 応 す る よ う に ゲ ー ト 電 極 １ ３ ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 構 造 体 表 面 の 上 部 に 層 間 絶 縁 膜 １ ４ ０ を 形 成 し 、 層 間 絶 縁 膜 １ ４ ０ を エ ッ チ ン グ
す る こ と で 、 ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 領 域 １ ２ ２ ， １ ２ ４ を 露 出 さ せ る コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ４
２ を 形 成 す る 。 次 い で 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ４ ２ を 介 し て ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 領 域 １ ２ ２
， １ ２ ４ に 接 続 す る ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 電 極 １ ５ ０ ， １ ５ ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 構 造 体 表 面 の 上 部 に 保 護 膜 １ ６ ０ 及 び 平 坦 化 膜 １ ７ ０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ の 後 、 保 護 膜 １ ６ ０ 及 び 平 坦 化 膜 １ ７ ０ を エ ッ チ ン グ す る こ と で 、 ド レ イ ン 電 極 １ ５
２ を 露 出 さ せ る ビ ア ホ ー ル １ ７ ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 い で 、 各 画 素 領 域 Ａ ， Ｂ ， Ｃ 毎 に ビ ア ホ ー ル １ ７ ２ を 介 し て ド レ イ ン 電 極 １ ５ ２ に 接
続 さ れ る 画 素 電 極 １ ８ ０ を 形 成 す る 。 こ の 際 、 画 素 電 極 １ ８ ０ は 、 反 射 電 極 で あ る こ と が
好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 構 造 体 表 面 の 上 部 に 、 画 素 電 極 １ ８ ０ の 一 部 を 露 出 さ せ て 発 光 領 域 を 定 義 す る 画
素 定 義 膜 パ タ ー ン １ ８ ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 構 造 体 表 面 の 上 部 に 、 少 な く と も 発 光 層 を 含 む 有 機 膜 １ ９ ０ 及 び 対 向 電 極 １ ９ ２
を 形 成 す る 。 こ の 際 、 有 機 膜 １ ９ ０ は 、 青 色 ま た は 白 色 光 を 放 射 す る 発 光 層 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ の 後 、 対 向 電 極 １ ９ ２ 上 に 透 明 保 護 膜 （ 図 示 せ ず ） を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 い で 、 透 明 絶 縁 基 板 １ ０ ０ に 対 応 す る よ う に 封 止 基 板 ２ ０ ０ を 接 着 さ せ る こ と に よ っ
て 、 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 を 完 成 す る 。 こ の 際 、 封 止 基 板 ２ ０ ０ の 一 方 の 面 に 吸 湿 材 を 形
成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 述 し た よ う な 一 般 的 な 技 術 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 は 、 １ つ の 絶 縁 基 板 に 画 素 領
域 が 設 け ら れ て い る の で 、 高 解 像 度 及 び 高 輝 度 が 要 求 さ れ る ほ ど 画 素 を パ タ ー ニ ン グ す る
こ と が 難 し く な っ て い た 。 ま た 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 方 式 の 場 合 、 各 画 素 に Ｔ Ｆ Ｔ 及 び
キ ャ パ シ タ が 設 け ら れ て い る の で 、 開 口 率 が 減 少 し 、 そ れ に よ り 、 素 子 の 寿 命 が 低 下 す る
と い う 問 題 点 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 大 韓 民 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ９ ９ ９ － ６ ５ １ １ ９ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 大 韓 民 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ ０ ４ － ６ １ ８ ０ ９ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 技 術 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 開 口
率 が 増 加 さ れ る と と も に 、 素 子 の 大 型 化 を 有 利 に す る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 及 び そ の 製 造
方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 は 、 第 １ の 画
素 電 極 、 少 な く と も 発 光 層 を 含 む 第 １ の 有 機 膜 、 及 び 第 １ の 対 向 電 極 を 備 え る 第 １ の 基 板
と 、 第 ２ の 画 素 電 極 、 少 な く と も 発 光 層 を 含 む 第 ２ の 有 機 膜 、 及 び 第 ２ の 対 向 電 極 を 備 え
る 第 ２ の 基 板 と 、 を 有 す る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 基 板 及 び 第 ２ の 基
板 に 、 第 １ の 画 素 領 域 、 第 ２ の 画 素 領 域 、 及 び 第 ３ の 画 素 領 域 が 各 々 分 か れ て 設 け ら れ る
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こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 態 様 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 製 造 方 法 は 、 少 な く と も ２ つ の
画 素 領 域 が 設 け ら れ る 第 １ の 基 板 上 に 、 第 １ の 画 素 電 極 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 第 １ の 画
素 電 極 上 に 、 少 な く と も 発 光 層 を 含 む 第 １ の 有 機 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 第 １ の 有 機 膜
上 に 第 １ の 対 向 電 極 を 形 成 す る 工 程 と 、 少 な く と も １ つ の 画 素 領 域 が 設 け ら れ る 第 ２ の 基
板 上 に 、 第 ２ の 画 素 電 極 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 上 に 、 少 な く と も 発 光 層
を 含 む 第 ２ の 有 機 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 第 ２ の 有 機 膜 上 に 第 ２ の 対 向 電 極 を 形 成 す る
工 程 と 、 前 記 第 １ の 基 板 と 第 ２ の 基 板 と を 互 い に 取 り 付 け て 封 止 す る 工 程 と 、 を 備 え る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 に よ れ ば 、 ２ つ の 基 板 に 色 相 毎 に 画 素 を 分 け て 形 成 す る
こ と に よ っ て 、 Ｆ Ｍ Ｍ を 用 い た 有 機 膜 の 堆 積 回 数 を 減 少 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 開
口 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 寿 命 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 整 列 回 数 の 減 少 に
よ る 工 程 時 間 の 短 縮 を 図 る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 素 子 の 大 型 化 を 有 利 に す る と い う 利
点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 図 面 に は
、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 方 式 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 を 図 示 し て い る が 、 本 発 明 は 、 パ ッ
シ ブ マ ト リ ク ス 方 式 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 断 面 図 で あ り 、 図 ４ は 、 本 発 明 に 係 る 有
機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 構 造 を 概 略 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。 以 下 で は 、 こ れ ら の 図 を 互 い に
関 連 づ け て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま ず 、 図 ２ を 参 照 す れ ば 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 で は 、 第 １ の 基
板 ３ ０ ０ と 第 ２ の 基 板 ４ ０ ０ と が 対 向 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 第 １ の 基 板 ３ ０ ０ は 、
ゲ ー ト 電 極 ３ ３ ２ 、 ソ ー ス 電 極 ３ ５ ０ 、 及 び ド レ イ ン 電 極 ３ ５ ２ を 含 む 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
と 、 画 素 電 極 （ 第 １ の 画 素 電 極 ） ３ ８ ０ と 、 少 な く と も 発 光 層 を 含 む 有 機 膜 （ 第 １ の 有 機
膜 ） ３ ９ ０ と 、 対 向 電 極 （ 第 １ の 対 向 電 極 ） ３ ９ ２ と 、 を 備 え る 。 第 ２ の 基 板 ４ ０ ０ は 、
第 １ の 基 板 ３ ０ ０ と 同 様 に 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、 画 素 電 極 （ 第 ２ の 画 素 電 極 ） と 、 少 な
く と も 発 光 層 を 含 む 有 機 膜 （ 第 ２ の 有 機 膜 ） と 、 対 向 電 極 （ 第 ２ の 対 向 電 極 ） と を 、 備 え
る 。 第 １ の 基 板 ３ ０ ０ は 、 ２ つ の 画 素 領 域 を 有 し 、 第 ２ の 基 板 ４ ０ ０ は 、 １ つ の 画 素 領 域
を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 、 図 ２ に 示 さ れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま ず 、 ２ つ の 画 素 領 域 を 有 す る 第 １ の 基 板 ３ ０ ０ 上 に 、 所 定 厚 さ の 緩 衝 膜 ３ １ ０ を 形 成
す る 。 緩 衝 膜 ３ １ ０ は 、 第 １ の 基 板 ３ ０ ０ か ら 流 出 さ れ る 不 純 物 が 後 続 の 工 程 で 形 成 さ れ
る べ き 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 流 入 す る こ と を 防 止 す る た め に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 緩 衝 膜 ３ １ ０ 上 に 多 結 晶 シ リ コ ン 層 パ タ ー ン ３ ２ ０ を 形 成 し 、 多 結 晶 シ リ コ ン 層
パ タ ー ン ３ ２ ０ の 両 端 部 に 不 純 物 を 注 入 す る こ と で 、 画 素 領 域 毎 に ソ ー ス 領 域 ３ ２ ２ 及 び
ド レ イ ン 領 域 ３ ２ ４ を 形 成 す る 。 こ の 際 、 ソ ー ス 領 域 ３ ２ ２ と ド レ イ ン 領 域 ３ ２ ４ と の 間
に は 、 チ ャ ネ ル 領 域 ３ ２ ６ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 構 造 体 表 面 の 上 部 に ゲ ー ト 絶 縁 膜 ３ ３ ０ を 形 成 し 、 多 結 晶 シ リ コ ン 層 パ タ ー ン ３
２ ０ の チ ャ ネ ル 領 域 ３ ２ ６ に 対 応 す る よ う に ゲ ー ト 電 極 ３ ３ ２ を 形 成 す る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 構 造 体 表 面 の 上 部 に 層 間 絶 縁 膜 ３ ４ ０ を 形 成 し 、 層 間 絶 縁 膜 ３ ４ ０ を エ ッ チ ン グ
す る こ と で 、 ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 領 域 ３ ２ ２ ， ３ ２ ４ を 露 出 さ せ る コ ン タ ク ト ホ ー ル ３ ４
２ を 形 成 す る 。 次 い で 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル ３ ４ ２ を 介 し て ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 領 域 ３ ２ ２
， ３ ２ ４ に 接 続 す る ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 電 極 ３ ５ ０ ， ３ ５ ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 構 造 体 表 面 の 上 部 に 保 護 膜 ３ ６ ０ 及 び 平 坦 化 膜 ３ ７ ０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ の 後 、 保 護 膜 ３ ６ ０ 及 び 平 坦 化 膜 ３ ７ ０ を エ ッ チ ン グ す る こ と で 、 ド レ イ ン 電 極 ３ ５
２ を 露 出 さ せ る ビ ア ホ ー ル ３ ７ ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 い で 、 各 画 素 領 域 に ビ ア ホ ー ル ３ ７ ２ を 介 し て ド レ イ ン 電 極 ３ ５ ２ に 接 続 さ れ る 画 素
電 極 ３ ８ ０ を 形 成 す る 。 こ の 際 、 画 素 電 極 ３ ８ ０ は 、 反 射 電 極 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 構 造 体 表 面 の 上 部 に 、 画 素 電 極 ３ ８ ０ の 一 部 を 露 出 さ せ て 発 光 領 域 を 定 義 す る 画
素 定 義 膜 パ タ ー ン ３ ８ ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 構 造 体 表 面 の 上 部 に 、 少 な く と も 発 光 層 を 含 む 有 機 膜 ３ ９ ０ を 形 成 す る 。 こ の 際
、 発 光 層 は 、 微 細 パ タ ー ン マ ス ク （ Ｆ Ｍ Ｍ ； ｆ ｉ ｎ ｅ 　 ｍ ｅ ｔ ａ ｌ 　 ｍ ａ ｓ ｋ ） を 用 い て
２ つ の 画 素 領 域 に 色 相 毎 に 各 々 形 成 す る か 、 又 は 、 比 較 的 寿 命 が 長 い 赤 色 ま た は 緑 色 発 光
層 を 、 Ｆ Ｍ Ｍ を 用 い て 形 成 し た 後 、 青 色 発 光 層 を 全 面 に わ た っ て 形 成 す る こ と が で き る 。
言 い 換 え れ ば 、 有 機 膜 ３ ９ ０ に は 、 そ れ ぞ れ の 画 素 領 域 に 対 応 す る 共 通 層 と し て 、 青 色 光
を 放 射 す る 発 光 層 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 有 機 膜 ３ ９ ０ 上 に 対 向 電 極 ３ ９ ２ を 形 成 す る 。 対 向 電 極 ３ ９ ２ は 、 透 明 電 極 で 形
成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 １ つ の 画 素 領 域 を 有 す る 第 ２ の 基 板 ４ ０ ０ に 、 前 述 と 同 様 の 方 法 で 有 機 電 界 発 光
表 示 素 子 を 形 成 す る 。 こ の 際 、 第 ２ の 基 板 ４ ０ ０ に 形 成 さ れ る 画 素 電 極 は 、 第 １ の 基 板 ３
０ ０ に 形 成 さ れ る 画 素 電 極 ３ ８ ０ と は 異 な っ て 透 明 電 極 で 形 成 し 、 ま た 、 対 向 電 極 も 透 明
電 極 で 形 成 す る 。 こ れ は 、 第 １ の 基 板 ３ ０ ０ 上 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 が 第 ２ の 基 板 ４ ０
０ を 介 し て 光 を 放 射 さ せ な け れ ば な ら な い た め で あ る 。 言 い 換 え れ ば 、 本 実 施 の 形 態 で は
、 第 １ の 基 板 ３ ０ ０ は 、 前 面 発 光 型 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 を 備 え 、 第 ２ の 基 板 ４ ０ ０ は 、
両 面 発 光 型 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ し て 、 第 ２ の 基 板 ４ ０ ０ 上 に 形 成 さ れ る 有 機 膜 は 、 Ｆ Ｍ Ｍ を 使 用 せ ず に 、 全 面 に わ た
っ て 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の 際 、 第 １ の 基 板 ４ ０ ０ 上 に 、 赤 色 及 び 緑 色 光 を 放 射 す る
発 光 層 を そ れ ぞ れ の 発 光 領 域 に 形 成 す る こ と も で き る が 、 青 色 光 を 放 射 す る 発 光 層 を 共 通
層 と し て 使 用 す る 場 合 、 赤 色 ま た は 緑 色 光 を 放 射 す る 発 光 層 と 重 な る よ う に 形 成 す る こ と
が で き る の で 、 整 列 回 数 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 Ｆ Ｍ Ｍ の 使 用 回 数 を １ 回
減 少 さ せ る こ と が で き る 。 前 述 し た 通 り 、 第 １ の 基 板 ３ ０ ０ 及 び 第 ２ の 基 板 ４ ０ ０ に 画 素
領 域 を 分 け て 形 成 す る こ と に よ っ て 、 第 １ の 基 板 ３ ０ ０ は 、 少 な く と も ３ 倍 以 上 に 開 口 率
を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 第 ２ の 基 板 ４ ０ ０ は 、 少 な く と も ９ 倍 以 上 に 開 口 率 を 向 上 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ の 後 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ の 基 板 ３ ０ ０ と 第 ２ の 基 板 ４ ０ ０ と を 接 着 剤 ５ ０ ０ に
よ り 取 り 付 け て 封 止 す る 。 こ の 際 、 第 １ の 基 板 ３ ０ ０ と 第 ２ の 基 板 ４ ０ ０ と の 間 に 有 機 絶
縁 膜 を さ ら に 備 え る こ と が で き る 。 そ し て 、 第 １ の 基 板 ３ ０ ０ ま た は 第 ２ の 基 板 ４ ０ ０ 、
例 え ば 、 第 １ の 基 板 ３ ０ ０ の 端 部 に ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ６ ０ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 際 、
第 １ の 基 板 ３ ０ ０ と 第 ２ の 基 板 ４ ０ ０ と の 間 に 、 導 電 性 粒 子 を 含 む 異 方 性 導 電 フ ィ ル ム （
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ａ ｎ ｉ ｓ ｏ ｔ ｒ ｏ ｐ ｉ ｃ 　 ｃ ｏ ｎ ｄ ｕ ｃ ｔ ｉ ｖ ｅ 　 ｆ ｉ ｌ ｍ ； Ａ Ｃ Ｆ ） ７ ０ ０ を 使 用 し て
第 １ の 基 板 ３ ０ ０ と 第 ２ の 基 板 ４ ０ ０ と を 電 気 的 に 連 結 さ せ る こ と に よ っ て 、 ド ラ イ バ Ｉ
Ｃ ６ ０ ０ を 第 １ の 基 板 ３ ０ ０ ま た は 第 ２ の 基 板 ４ ０ ０ に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ３ ａ 乃 至 図 ３ ｃ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の レ イ ア ウ ト を
示 す 図 で あ り 、 第 １ 及 び 第 ２ の 基 板 上 に 形 成 さ れ る こ と が で き る 発 光 層 の 色 相 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま ず 、 図 ３ ａ 及 び 図 ３ ｂ は 、 赤 色 Ｒ 、 緑 色 Ｇ 、 及 び 青 色 Ｂ の 画 素 領 域 を 第 １ の 基 板 及 び
第 ２ の 基 板 に 分 け て 形 成 す る 場 合 を 示 す 。 こ こ で 、 第 １ の 基 板 は 、 下 部 に 配 置 さ れ 、 第 ２
の 基 板 は 、 上 部 に 配 置 さ れ る と 想 定 し た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ３ ａ を 参 照 す れ ば 、 第 １ の 基 板 に 青 色 画 素 領 域 （ 第 ２ の 画 素 領 域 ） Ｂ と 緑 色 画 素 領 域
（ 第 ３ の 画 素 領 域 ） Ｇ が 設 け ら れ 、 第 ２ の 基 板 に 赤 色 画 素 領 域 （ 第 １ の 画 素 領 域 ） Ｒ が 設
け ら れ る 場 合 を 示 す 。 こ の 際 、 緑 色 画 素 領 域 Ｇ が 、 青 色 画 素 領 域 Ｂ の 一 部 に 重 な る よ う に
設 け ら れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ３ ｂ を 参 照 す れ ば 、 第 １ の 基 板 に 青 色 画 素 領 域 Ｂ と 赤 色 画 素 領 域 Ｒ が 設 け ら れ 、 第 ２
の 基 板 に 緑 色 画 素 領 域 Ｇ が 設 け ら れ る 場 合 を 示 す 。 こ の 際 、 赤 色 画 素 領 域 Ｇ が 、 青 色 画 素
領 域 Ｂ の 一 部 に 重 な る よ う に 設 け ら れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 図 ３ ｃ は 、 赤 色 Ｒ 、 緑 色 Ｇ 、 青 色 Ｂ 、 シ ア ン Ｃ 、 マ ゼ ン タ Ｍ 、 及 び イ エ ロ ー Ｙ の
画 素 領 域 が 設 け ら れ る 場 合 を 示 す 。 こ の 際 、 シ ア ン （ ｃ ｙ ａ ｎ ） 画 素 は 、 緑 色 Ｇ 及 び 青 色
Ｂ の 画 素 か ら な り 、 マ ゼ ン タ （ ｍ ａ ｇ ｅ ｎ ｔ ａ ） 画 素 は 、 赤 色 Ｒ 及 び 青 色 Ｂ の 画 素 か ら な
り 、 イ エ ロ ー （ ｙ ｅ ｌ ｌ ｏ ｗ ） 画 素 は 、 赤 色 Ｒ 及 び 緑 色 Ｇ の 画 素 か ら な る 。 し た が っ て 、
図 ３ ｃ に 示 す よ う に 、 第 １ の 基 板 に は 、 緑 色 Ｇ 、 青 色 Ｂ 、 青 色 Ｂ 、 赤 色 Ｒ 、 赤 色 Ｒ 、 青 色
Ｂ 、 青 色 Ｂ 、 及 び 緑 色 Ｇ の 画 素 が こ の 順 に 繰 り 返 さ れ て 設 け ら れ て お り 、 第 ２ の 基 板 に は
、 赤 色 Ｒ 、 緑 色 Ｇ 、 緑 色 Ｇ 、 及 び 赤 色 Ｒ 画 素 が こ の 順 に 繰 り 返 さ れ て 設 け ら れ て い る 。 そ
れ ぞ れ の 画 素 は 、 個 別 的 に 駆 動 が 可 能 で あ り 、 シ ア ン 、 マ ゼ ン タ 、 及 び イ エ ロ ー 画 素 は 、
そ れ ぞ れ の 色 相 に 合 う 画 素 を 同 時 に 駆 動 す る こ と に よ っ て 再 現 す る こ と が で き る 。 よ り 具
体 的 に は 、 第 １ の 基 板 ３ ０ ０ は 、 赤 色 光 、 緑 色 光 、 青 色 光 、 シ ア ン 色 光 、 及 び マ ゼ ン タ 色
光 を 放 射 し 、 第 ２ の 基 板 ４ ０ ０ は 、 赤 色 光 、 緑 色 光 、 及 び イ エ ロ ー 光 を 放 射 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 第 １ の 基 板 ３ ０ ０ 及 び 第 ２ の 基 板 ４ ０ ０ に 、 赤 色 画 素 領 域 Ｒ 、 青 色 画 素 領 域 Ｂ 、
及 び 緑 色 画 素 領 域 Ｇ を 設 け る 際 の 分 類 方 法 と し て は 、 上 記 の 分 類 に 限 定 さ れ ず 、 た と え ば
、 第 １ の 基 板 ３ ０ ０ に 赤 色 画 素 領 域 Ｒ 及 び 緑 色 画 素 領 域 Ｇ が 設 け ら れ 、 第 ２ の 基 板 ４ ０ ０
に 赤 色 画 素 領 域 Ｒ 、 青 色 画 素 領 域 Ｂ 、 及 び 緑 色 画 素 領 域 Ｇ が 設 け ら れ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 以 上 の と お り 、 本 実 施 の 形 態 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 で は 、 第 １ の 基 板 ３ ０ ０ 及 び 第 ２
の 基 板 ４ ０ ０ に 互 い 異 な る 色 相 を 放 射 す る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 を 形 成 す る こ と に よ っ て
、 開 口 率 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 以 上 に お い て 説 明 し た 本 発 明 は 、 本 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 に お け る 通 常 の 知 識 を 有 す る
者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 で 、 様 々 な 置 換 、 変 形 及 び 変 更 が 可
能 で あ る の で 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 及 び 添 付 さ れ た 図 面 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 一 般 的 な 技 術 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ａ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の レ イ ア ウ ト を 示 す 図 で あ
る 。
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【 図 ３ ｂ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の レ イ ア ウ ト を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ３ ｃ 】 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 の 形 態 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の レ イ ア ウ ト を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 構 造 を 概 略 的 に 示 す 断 面 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 　 １ ０ ０ 　 　 透 明 絶 縁 基 板 、
　 　 １ １ ０ ， ３ １ ０ 　 　 緩 衝 膜 、
　 　 １ ２ ０ ， ３ ２ ０ 　 多 結 晶 シ リ コ ン 層 パ タ ー ン 、
　 　 １ ２ ２ ， ３ ２ ２ 　 ソ ー ス 領 域 、
　 　 １ ２ ４ ， ３ ２ ４ 　 ド レ イ ン 領 域 、
　 　 １ ２ ６ ， ３ ２ ６ 　 チ ャ ネ ル 領 域 、
　 　 １ ３ ０ ， ３ ３ ０ 　 ゲ ー ト 絶 縁 膜 、
　 　 １ ３ ２ ， ３ ３ ２ 　 ゲ ー ト 電 極 、
　 　 １ ４ ０ ， ３ ４ ０ 　 層 間 絶 縁 膜 、
　 　 １ ４ ２ ， ３ ４ ２ 　 コ ン タ ク ト ホ ー ル 、
　 　 １ ５ ０ ， ３ ５ ０ 　 ソ ー ス 電 極 、
　 　 １ ５ ２ ， ３ ５ ２ 　 ド レ イ ン 電 極 、
　 　 １ ６ ０ ， ３ ６ ０ 　 保 護 膜 、
　 　 １ ７ ０ ， ３ ７ ０ 　 平 坦 化 膜 、
　 　 １ ７ ２ ， ３ ７ ２ 　 ビ ア ホ ー ル 、
　 　 １ ８ ０ ， ３ ８ ０ 　 画 素 電 極 、
　 　 １ ８ ２ ， ３ ８ ２ 　 画 素 定 義 膜 パ タ ー ン 、
　 　 １ ９ ０ ， ３ ９ ０ 　 有 機 発 光 層 、
　 　 １ ９ ２ ， ３ ９ ２ 　 対 向 電 極 、
　 　 ２ ０ ０ 　 封 止 基 板 、
　 　 ３ ０ ０ 　 第 １ の 基 板 、
　 　 ４ ０ ０ 　 第 ２ の 基 板 、
　 　 ５ ０ ０ 　 接 着 剤 、
　 　 ６ ０ ０ 　 Ｉ Ｃ 、
　 　 ７ ０ ０ 　 異 方 性 導 電 フ ィ ル ム （ Ａ Ｃ Ｆ ） 。

10

20

30

(9) JP 2006-147555 A 2006.6.8



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ ａ 】

【 図 ３ ｂ 】

【 図 ３ ｃ 】

【 図 ４ 】

(10) JP 2006-147555 A 2006.6.8



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｆ   9/00    ３４２Ｚ          　　　　　

(72)発明者  郭　源　奎
            大韓民国京畿道水原市靈通区▲しん▼洞５７５番地　三星エスディアイ株式会社内
Ｆターム(参考) 3K007 AB04  AB11  AB18  BA06  BB01  CB01  CC01  DA06  DB03  FA00 
　　　　 　　        FA02 
　　　　 　　  5G435 AA17  BB05  CC09  KK05  KK10 

(11) JP 2006-147555 A 2006.6.8



专利名称(译) 有机电致发光显示装置及其制造方法

公开(公告)号 JP2006147555A 公开(公告)日 2006-06-08

申请号 JP2005322649 申请日 2005-11-07

[标]申请(专利权)人(译) 三星斯笛爱股份有限公司

申请(专利权)人(译) 三星エスディアイ株式会社

[标]发明人 李寛煕
郭源奎

发明人 李 寛 煕
郭 源 奎

IPC分类号 H05B33/12 H05B33/04 H05B33/10 H01L51/50 G09F9/00

CPC分类号 H01L25/048 H01L27/1214 H01L27/3209 H01L27/3213 H01L27/3216 H01L27/3218 H01L27/3244 
H01L29/12 H01L51/525 H01L2924/0002 Y10S428/917

FI分类号 H05B33/12.C H05B33/04 H05B33/10 H05B33/12.B H05B33/14.A G09F9/00.342.Z G09F9/00.342 
H01L27/32

F-TERM分类号 3K007/AB04 3K007/AB11 3K007/AB18 3K007/BA06 3K007/BB01 3K007/CB01 3K007/CC01 3K007
/DA06 3K007/DB03 3K007/FA00 3K007/FA02 5G435/AA17 5G435/BB05 5G435/CC09 5G435/KK05 
5G435/KK10 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC07 3K107/CC21 3K107/CC36 3K107/CC42 3K107
/DD03 3K107/DD04 3K107/DD22 3K107/DD23 3K107/DD27 3K107/DD28 3K107/DD47Z 3K107/DD90 
3K107/EE03 3K107/EE07 3K107/EE12 3K107/EE46 3K107/EE59 3K107/EE63 3K107/FF13 3K107
/GG33 3K107/GG37

代理人(译) 宇谷 胜幸

优先权 1020040096595 2004-11-23 KR

其他公开文献 JP4545082B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供有机电致发光显示元件，改善有机电致发光显示元
件的使用寿命并有利于元件的扩大，并提供其制造方法。 
ŽSOLUTION：有机电致发光显示元件包括：第一基板300，设置有第一
像素电极380;第一有机膜390，包括至少一个发光层和第一对向电极392;
第二基板400，设置有第二像素电极，a第二有机膜，至少包括发光层和
第二对电极。第一像素区域，第二像素区域和第三像素区域分别设置在
第一基板300和第二基板400中。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/3f699d86-17cb-4d90-a63f-6997d17e2f1f
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036610355/publication/JP2006147555A?q=JP2006147555A

